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９
月
19
日
、東
京
の
都
心
部
を

自
転
車
で
走
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
Ｊ
Ｉ
N
Ｓ
東
京
シ
テ
ィ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
２
０
１
０
」が
開
か
れ
た
。

こ
の
大
会
は
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も

の
で
は
な
く
、大
勢
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が一斉
に
都
内
を
走
る
こ
と
で
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
普
及
と
発
展
を

促
そ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

10
回
目
と
な
る
今
回
は
、10
歳
か

ら
78
歳
の
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。全

国
か
ら
２
５
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
会
場
と
な
る
東
京
都

庁・都
民
広
場
は
、午
前
６
時
前
か

ら
大
勢
の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

た
り
、自
転
車
の
点
検
を
し
た
り

し
な
が
ら
、出
発
時
間
を
待
つ
。

　
「
い
つ
も
は
山
を
走
る
こ
と
が

多
い
の
で
、市
内
を
走
る
の
が
楽

し
み
」「
ダ
イ
エッ
ト
の
た
め
」「
去

年
イ
ベ
ン
ト
を
見
て
興
味
を
も
っ

た
」な
ど
参
加
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
。小
学
５
年
生
の
娘
と
軽
快
車

（
マ
マ
チ
ャ
リ
）で
参
加
し
た
40
代

の
女
性
は
、「
と
も
か
く
ゴ
ー
ル
で

き
れ
ば
と
思
う
。楽
し
み
な
が
ら

走
り
た
い
」と
初
参
加
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。

　

午
前
７
時
過
ぎ
。「
安
全
祈
願
」

の
ホ
ラ
貝
の
音
色
を
合
図
に
、第
１

グ
ル
ー
プ
か
ら
第
５
グ
ル
ー
プ
ま
で

順
次
ス
タ
ー
ト
。新
宿
を
出
発
し
、

代
々
木
、表
参
道
、六
本
木
、銀
座
、

豊
洲
、日
本
橋
、皇
居
前
、四
谷
を

抜
け
、神
宮
外
苑
の
ゴ
ー
ル
ま
で
約

37
㌔
の
コ
ー
ス
に
の
ぞ
ん
だ
。

　

こ
の
日
、東
京
の
最
高
気
温
は

約
30
度
。朝
は
雲
の
か
か
って
い
た

空
も
昼
前
に
は
青
空
が
見
え
は

じ
め
、参
加
者
は
水
分
補
給
な
ど

を
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス

で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

途
中
、沿
道
か
ら
の
エ
ー
ル
に
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ツ
で
応
え
る
姿
や
、車
で
は

見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
光

景
を
写
真
に
お
さ
め
る
姿
も
見

ら
れ
、次
々
と
変
わ
る
景
色
を
満

喫
し
た
よ
う
だ
。

　

ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
い
た
参
加

者
に
は「
完
走
証
」が
手
渡
さ
れ

た
。朝
日
新
聞
の
特
設
ブ
ー
ス
で

は
、当
日
撮
影
し
た
写
真
で
自
分

だ
け
の「
特
別
号
外
」を
作
る
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
、多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

76
歳
の
男
性
は
、「
息
子
に
誘

わ
れ
て
参
加
し
た
。走
り
な
が
ら

路
地
裏
を
発
見
し
、こ
ん
な
に
い
い

所
が
残
っ
て
い
た
の
か
と
東
京
を

見
直
し
た
」と
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が

ら
、さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
感
想
を

述
べ
た
。

　

環
境
に
や
さ
し
く
、健
康
に
い

い
乗
り
物
と
し
て
注
目
を
集
め
る

自
転
車
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
、自
転
車
に
乗
る

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」と
い

う
声
も
聞
か
れ
、多
く
の
人
が
そ

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。

朝日新聞の「特別号外」を手にニッコリ プロサイクリスト山口孝徳さんの講習会も開催

午前7時過ぎから5グループに分かれて次 と々スタート

企画・制作企画・制作
朝日新聞社広告局朝日新聞社広告局

風をきり、街を抜けた
東京サイクリング
ちょっと走るだけで、さまざまに表情を変える東京。その東京を自転車で駆け抜ける「JINS東京シティサイクリング2010」
（財団法人日本サイクリング協会主催、朝日新聞社、東京都共催）が開かれた。さわやかな風を受けながら約37km先のゴール
を目指した参加者たちは、サドルの上から東京の魅力を再発見。それぞれの思いを胸に、心地よい汗を流した。

1.銀座4丁目交差点も、自転車
で走り抜けると新鮮な光景として
目に飛び込んでくる　
2.仲間と一緒に、元気いっぱい
余裕の表情でサイクリング　
3.「エイドステーション」では水な
どが振る舞われた
4.約37kmを走り抜け、神宮外
苑のゴールに到着。完走者から
は達成感と安堵の表情が

スタート地点から約4km。明治神宮前では、あふれる緑に心がなごむ

企画・制作
朝日新聞社広告局広告特集

この日のために、二人で
衣装を用意しました。仮
装にはぴったりの大会で
す！　晴海大橋辺りの海
沿いの道が特に気持ち
よかった。自転車は自力
でどこまでも行けるし、移
動するプロセスが楽しい
ですね。

股関節症の治療の一環
として始めた自転車。体
調もよくなり、今は楽しく
て仕方ありません。主人
と都内を走りたくて千葉
県から参加しました。スピ
ードを競うのではなく、自
分のペースで楽しめるの
がいいですね。

自転車は通勤で毎日使
ってます。自転車に乗ら
ない日は気分が悪くなる
くらいさ。銀座を自転車で
走れるなんて、こういう大
会じゃないとちょっと体験
できないよね。ゆっくり風
を感じながら、東京の景
色を楽しめました。

埼玉県から来たので今
朝は4時半起き。でも、都
内をサイクリングできて
眠気が吹き飛びました。
よく親子でサイクリングす
るのですが、このイベント
には初めての参加。途
中でスカイツリーが見え
たときは感激しました。
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この事業は、競輪の補助金を受けて実施しました。

http://ringring-keirin.jp

東京湾

あん  ど


